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2009年度に作成した「労働生産性試算ソフト」を改良し，新たに「木質バイオマス

対応型労働生産性試算ソフト」を開発した。さらに，本ソフトを活用すれば，用材

のみならず，端材も含めたバイオマスを搬出した場合のバイオマス量，工数及び労

働生産性を予測することが可能となった。一方で，バイオマスをチップ用材として

搬出する場合，コスト面で難しいことも明らかになった。
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Ⅰ はじめに

岡山県では林業における生産性向上と労働強度の軽減

を図るため，1997年度以降，主に林産事業の分野で高性

能林業機械の導入が図られている（岡山県農林水産部

2010）。さらに木材産業の効率化に必要な路網と高性能

林業機械を複数組み合わせた「機械作業システム」（以

下 作業システム）による間伐は，県内でも積極的に導

入されてきた（前田林業株式会社編 2008）。

このような状況下で，当研究所では，主に用材の搬出

を目的とし，作業システムを導入した場合，各工程毎の

作業効率と労働生産性について着目し，これを予測する

「労働生産性試算ソフト」（西山 2010a，西山

2010b）を作成した。

さらに，森林内に放置されている未利用材についても

これを搬出・利用するため，本研究では，2010年度に岡

山大学が工程調査で収集した基礎データを基にして，既

に当森林研究所が開発している「労働生産性試算ソフ

ト」を改良し，従来の用材のみならず，チップ材等の未

利用材も含む「バイオマス対応型労働生産性ソフト」

（以下バイオマス対応型ソフト）を開発したので報告す

る。

なお，本研究の成果の一部は，2011年11月鳥取県鳥取

市で開催された第62回応用森林学会研究発表会・林業技

術情報報告会合同大会において口頭発表した（西山

2011）。

Ⅱ 調査方法

１ 既存ソフトの改良

従来の「労働生産性試算ソフト」（西山 2010a，西

山 2010b）では，用材（末口径14cm以上）についてのみ，

生産量，工数及び労働生産性を表示していた。今回，採

材時に発生する根元部分（端コロ）や末口径14cm未満の

小径木（先端部も含む）についても試算できるように，

エクセル上の入力画面を改良することとした。まず，新

たに入力必須項目（採材条件）で，バイオマス用（伐採

位置），採材の末口径の大きさ及び用材搬出の有無の欄

を設けた。さらに，入力必須項目（市況等の条件）を設

け，この中では，樹種別素材単価，バイオマス単価も表

示できるように改良した（図－１）。

ここで，今回，「バイオマス対応型ソフト」に改良す

る段階で，用材（末口径14cm以上）のほかに根元部分を

搬出するとした場合，工程として，伐採～造材までのサ

イクルタイムは用材のみの場合と変わらないことから，

特に集材（搬出）工程のサイクルタイムのみ変更するこ
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図－１ バイオマス対応型ソフトの入力画面

ととした。

岡山大学が収集したデータの結果，プロセッサ造材時

に林地に放置される根元部分は伐木幹材積の8.4～11.5%

と高い割合であったことが明らかになった（嶋 2011）。

さらに集材箇所において，造材時に根元部分を分離す

る方法を選択した方が，元玉（一番玉）造材時に根元部

分も搬出して，土場で分離・仕分けする方法に比べ，労

働性は約10％も上昇することが判明した。嶋の調査では，

用材（末口径14cm以上），末口径14cm未満の小径木及び

根元部分の積み込み・積み下ろしに要したサイクルタイ

ムが約580秒/m3であったことから（嶋 2011），この数

値を「労働生産性試算ソフト」に組み入れた。

２ 既存データとの照合

岡山大学が2008年～2010年に収集した５事例を基にし

て，「バイオマス対応型ソフト」に数値入力した。その

中で，施業面積が0.50ha以上の２事例について，生産量

（用材，チップ材），工数および労働生産性の実際値と

予測値をそれぞれ比較検証した。

３ 県内林業事業体におけるバイオマス搬出の実態と

その比較

県内林業事業体として，美作森林組合，津山市森林組

合，奈義町森林組合，真庭森林組合及び民間企業（森林

組合に依託）が現在，行っているバイオマス搬出の実態

について，聞き取り及び既存資料（嶋 2011）より，明

らかにするとともに，各林業事業体及び民間企業が同一

林分でバイオマスを搬出したと想定した場合の生産量

（用材，チップ材），総工数，労働生産性等について，

試作した「バイオマス対応型ソフト」を用いて比較・検

証した。

なお，当該ソフトでは，2007～2009年度に民間企業を

除く４森林組合を含む県内林業事業体から収集したデー

タを基にして各工程ごとのサイクルタイム算出し（西山

2010），これを使用していることから，今回，各事業

体ごとの作業効率は同一とした。

４ 想定されるバイオマス搬出方法と労働生産性の比

較

現在，林業事業体及び民間企業で行われているバイオ

マスの搬出方法から，想定される当該方法を大きく５パ

ターンに区分し，さらに伐採方法（定性間伐・列状間

伐）別の10パターンに細分化した。その上で，各バイオ

マス搬出方法と労働生産性について，各パターンごとに

「バイオマス対応型ソフト」に数値入力し，比較・検討

を行った。

５ 用材・チップ材の販売先別価格

真庭森林組合，津山市森林組合及び美作森林組合から，

主要取引先の用材・チップ材の販売先別価格の聞き取り

を行うとともに，近県における当該既存資料についても

収集（中島ら 2011）した。

６ スギ・ヒノキ人工林における用材・チップ材の搬

出選択

搬出間伐を実施するスギ，ヒノキ人工林について，そ

れぞれどのような条件下であれば，用材及び未利用材

（端材，小径木）の搬出が可能か否かについて，真庭森

林組合，津山市森林組合及び美作森林組合からそれぞれ

聞き取り調査を実施し，これを基にして検証を行った。

７ 「バイオマス対応型ソフト」の活用

今回，作成した「バイオマス対応型ソフト」の活用方

法について検討を行った。

Ⅲ 結果と考察
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表－１ 所要工数の予測と実際（バイオマス）

１ バイオマス対応型ソフトの出力表示

バイオマス対応型ソフトの出力画面では，用材ととも

に，用材以外（根元部分，末口径14cm未満）の生産量，

工数の表示もそれぞれ表示可能とした（表－１）。さら

に，用材及び用材以外の未利用材について，採材方法，

生産量，販売金額，販売方法を一括表示する画面も新た

に設けた（表－２）。

２ バイオマス搬出の予測

実際値と予測値を比較した結果（表－３），実際値に

対する予測値は，新見市内（社有林）の場合，生産材の

うち，用材は24.1％の過大値であったのに対し，チップ

材は4.7％の過小値を示した。作業に要した総工数は，

実際値に比べ，11.0％過小値であった。

用材及びチップ材を含めた労働生産性は，11.9％の過

大値であった。

もう一事例として，西粟倉村内（村有林）で収集され

た事例では，実際値に比べ予測値は，用材では29.1％の

過小値であったのに対し，チップ材では21.6％の過大値

を示し，新見市での事例と反対の傾向がみられた。

用材及びチップ材を含めた労働生産性は，11.5％の過

小値であったが，この誤差内であれば，新見市の事例同

様，十分に使用可能であると推察される。

西粟倉村内，津山市内及び奈義町内においては，最終

的に採材する末口径はそれぞれ10～14cmと異なるが，根

元部分（端コロ）や末口径10cm未満の小径木については，

いずれも搬出していなかった。その上で，労働生産性を

予測すると，末口径14cm以上の用材のみ搬出している津

山市内の事例に比べ，西粟倉村及び奈義町内の事例では，

労働生産性はともに上昇することが明らかになった（表

－４）。両事例では，事業主体となる地元森林組合が小

径木の加工施設をそれぞれ有し，稼働させていることも

その一因と考えられる。その一方で，末口径が14cm未満

の未利用材の生産量の割合が高くなると，当然，材価の

低下とともに，採算性の悪化等を招くことから，単に労

働生産性の指標のみならず，材価と搬出コストとの関係

を総合的に判断する必要がある。

真庭市内の事例では，搬出する材の径級は，グラップ

ルで掴むことができる最小径級の末口径６cm以上の材を

想定しているため，労働生産性は，8.2m3／人・日と他

の事例に比べ，高くなっていた。

末口径14cm以上の用材については，最寄りの市場へ，

末口径14cm未満の小径木については，材価及び搬出コス

トとの関係を総合的に判断し，市場か，もしくはチップ

工場・バイオマス集積基地へそれぞれ振り分けている。

民間企業の事例として，対象となる立木の根曲り部分が

１～２ｍと極めて大きく，地際から用材を採材できない

場合，伐倒木の根元部分を効率的に搬出するため，地際

から2.7ｍ分すべてをチップ材とし，それより上の部分

について，末口径14cm以上の用材を採材する方法を採用

したケースがある。また，伐採方法について，定性間伐

ではなく，列状間伐を実施することで，作業効率をさら

に高めている。その結果，用材の労働生産性の数値は，

津山市及び真庭市と変わりはないが，用材及びチップ材

を含めたバイオマスの労働生産性は11.3m3/人・日と真

庭市内の事例に比べ，明らかに高くなっている。

表－２ バイオマスの選択画面

項　目

　
　　樹　種 ヒノキ

　採材方法 用 材 バイオマス
  　(用途） 内訳　  末口14cm上　３または４ｍ材

末口8-12cm 3または4m材

　 生産量 用材 275.5
　　（m3） ﾊﾞｲｵﾏｽ 202.7

計 478.3

　販売金額 用材 4,078,075
　　（円） ﾊﾞｲｵﾏｽ 1,098,069

計 5,176,144

　販売方法
　　　ﾊﾞｲｵﾏｽ　　最寄りの市場まで運搬　

（端ｺﾛ部分　末口12cm以下）

内　　　  　容

　

末口14cm上　３または４ｍ材　　 最寄りの市場まで運搬

　 　 　

スギ区 用材以外 ヒノキ区 用材以外 伐区全体

  275.5 202.7 478.3  

伐木  13.09 0.00 13.09  
   工  数(B) 集材（木寄せ）  14.37 0.00 14.37  
   (人日) 造材  6.76 0.00 6.76  

集材（搬出）   12.88 6.54 19.41  
計   47.09 6.54 53.63  

作業効率 伐木  21.05 0.00 36.54  
(A)/(B) 集材（木寄せ）  19.18 0.00 33.29  

(m3/人日） 造材  40.78 0.00 70.78  

集材（搬出）  21.40 31.02 24.63  
労働生産性 (A)/(B) (m3/人日)  5.85 31.02 8.92  

区　分 実際の
生産性

生産量（A) m3

予測生産性
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表－３ 岡山大学が収集したバイオマスの搬出データ

表－４ 各林業事業体別労働生産性

新見市内 新見市内 西粟倉村内 真庭市内
（社有林） （社有林） （村有林） （社有林） （定性区） (列状区）

林  況 樹種 （スギ・ヒノキ） ヒノキ ヒノキ ヒノキ スギ ヒノキ ヒノキ
林齢 （年） 45 45 40 40 30 30
平均樹高 （ｍ） 19.0 20.0 14.3 19.1 11.3 11.3
平均胸高直径 (cm） 20.5 21.3 21.1 27.6 17.5 17.2
立木密度 （本/ha） 1,700 1,844 1,096 658 1,657 1,657

作業条件 作業方法 （定性・列状） 列状 列状 定性 定性 定性 列状
列状の種類 ４残２伐 ４残２伐 ２残１伐
間伐率 （％） 33 33 30 33 42 39
面積 （ha） 5.15 0.16 0.56 0.12 0.21 0.21
平均傾斜 （°） 25 23 24 25 30 30
集材路 （ｍ） 1,030 40 155 18 53 53
路網幅員 （ｍ） 3 3 3.3 3 3 3
平均搬出距離 （ｍ） 400 400 250 200 530 530

運材条件 ﾌｫﾜｰﾀﾞ積載能力 （kg） 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

採材条件 根曲りの有無 （有無） 有 有 有 有 有 有
根曲りの有無程度 （ｍ） 2.70 2.70 0.78 0.81 0.2 0.2
ﾊﾞｲｵﾏｽ用（伐採位置） （ｍ） 0.10 0.10 0.10 0.10 0.2 0.2
採材範囲
　　末口径 （cm） 0 0 5 5 5 5
不良木の割合 （％） 30 10 10 10 10 10
用材・ﾁｯﾌﾟ材搬出の有無 用材＋ﾁｯﾌﾟ材 用材＋ﾁｯﾌﾟ材 用材＋ﾁｯﾌﾟ材 用材＋ﾁｯﾌﾟ材 ﾁｯﾌﾟ材 ﾁｯﾌﾟ材
採材条件
　　１番玉～３番玉 3または4ｍ 3または4m 3または4m 3または4m 3または4m 3または4m 3または4m

用材（末口径14cm以上） （m3） 148.0 9.5 18.9 10.3 0.0 0.0

小径木・チップ材（末口径14cm未満） （m3） 830.4 28.7 25.5 3.0 19.1 15.4

総工数 （人・日） 89.8 5.7

労働生産性（用材） （m3/人・日） - -

労働生産性（用材+ﾁｯﾌﾟ材） （m3/人・日） 10.9 7.8

用材（末口径14cm以上） （m3） 183.7 9.2 13.4 4.7 0.0 0.0

小径木・チップ材（末口径14cm未満） （m3） 791.1 27.7 31.0 7.0 18.7 17.0

総工数 （人・日） 79.9 2.3 6.4 1.4 4.5 2.6

労働生産性（用材） （m3/人・日） 3.5 5.9 3.2 5.2 - -

労働生産性（用材+ﾁｯﾌﾟ材） （m3/人・日） 12.2 16.2 6.9 13.8 4.2 6.6

すべてチップ材 すべてチップ材

（端材なし） （端材なし）

採材上の大きな特徴
地際から68cm分
曲りあり（端材）

地際から71cm分
曲りあり（端材）

曲り等を考慮し、
地際から2.6m分を
チップ材

曲り等を考慮し、
地際から2.6m分を
チップ材

　 広島県三次市内（社有林）

実際値

予測値

調　　査　　地
調　査　項　目　（入力項目）
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３ 「バイオマス対応型ソフト」による搬出方法

と労働生産性の比較

現在，各事業体でそれぞれ行われている搬出事例を基

にして，伐木後に予想される造材方法として，①材長３

表－５ 予想されるバイオマスの搬出方法

図－２ 伐木後に予想される造材方法

注1. 図中の横線（－印）の位置がそれぞれ造材

位置を示す

注2. 塗りつぶし：搬出部分 白抜き：放置部分

または４ｍの用材（末口径14cm以上）のみ搬出 ②用材

・チップ材（末口径10cm以上14cm未満）の搬出 ③用材

・チップ材（末口径6cm以上14cm未満）の搬出 ④用材

・チップ材（末口径6cm以上14cm未満）及び根元部分の

搬出 ⑤１番玉をチップ用材，その上の部分を用材（末

口径14cm以上）として搬出の以上５パターンにそれぞれ

分類した（図－２）。
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上記の事例５パターンについて，伐採方法をさらに定

性間伐と列状間伐の２種類にそれぞれ区分した結果，最

終的な搬出方法は10パターンとなった（表－５，図－

３）。

全10パターンのうち，伐採方法別（定性・列状）の労

働生産性は，定性間伐（①-1 ②-1 ③-1 ④-1 ⑤

-1）に比べ，列状間伐（①-2 ②-2 ③-2 ④-2 ⑤

-2）の方が明らかに労働生産性がいずれも高く，末口径

が14cm以上の用材及び末口径が14cm未満の未利用材を搬

出する場合においては，ともに有効な伐採方法であると

考えられる。

次に，末口径が14cm未満の未利用材を搬出するが，根

元部分（端コロ）を搬出しないケース（② ③ ⑤）で，

末口径が6cm以上の場合（③⑤）と同10cm以上の場合

（②）の定性間伐または列状間伐で，労働生産性に大き

な相違は認められなかった。つまり，末口径が6cm以上

で，本来，未利用材として扱われる材を搬出しても，一

部，搬出工程での作業能率が変わるだけで，それ以外の

伐木～造材工程における作業効率はいずれも同一と考え

られることから，トータルとしての労働生産性はほとん

ど変化しないことが推測された。

一方で，定性または列状間伐を実施した施行地におい

て，根元部分（端コロ）を搬出した場合（④）には，根

曲がり部分を搬出しない他の方法に比べ，労働生産性は

低下することが裏付けられた。

末口径が14cm未満の未利用材を用材とともに搬出する

場合の有効な方法としては，伐採方法として列状間伐を

選択するとともに，根元部分で，一般に端コロと呼ばれ

ている，材積が大きい部分を有効に搬出するために，本

来，用材の一番玉として生産する部分が曲がっていたた

め使用できない部分については，チップ用に充てる方法

が考えられる。これには，根曲り部分が極めて大きく，

かつ施業履歴として，これまで保育作業（間伐，枝打

ち）が適正に行われていない林分の場合に限定されるが，

将来的に，未利用材の搬出をさらに促進する方法として

は，選択肢の一つであると考えられる。

４ 用材・チップ材の販売先別価格

真庭森林組合，津山市森林組合及び美作森林組合から

それぞれ聞き取り調査を行うとともに，既存資料（中島

ら 2011）を参考にして，スギ及びヒノキについて，用

材・チップ材の販売先別価格表をそれぞれ作成した（図

－４，図－５）。

スギの場合，上記の各森林組合における現状の用材搬

出コスト（最寄りの原木市場までの運搬経費含む）は，

聞き取り調査により，ほぼ8,000円/m3相当であった。こ

これを原木市場における径級ごとの価格と比較すると，

末口径が14cm以上で，材長３，４ｍの直材または小曲り

材のみが用材搬出コストを上回っているだけである。そ

れより径級が小さい材（８～13cm）では，直材・小曲り

材ともに，用材搬出コストを大きく下回っている。

ヒノキの場合，用材搬出コストは，9,000～10,000円

/m3程度で，スギに比べ，明らかに高かった。これは，

スギに比べ，ヒノキの場合，単木材積が小さいことや伐

木工程及び造材工程では，スギに比べ，サイクルタイム

が長いこと（全国林業改良普及協会編 2001）に起因し

ていると推定される。ただし，原木市場における径級ご

との木材価格は，スギより高値で取引されており，この

結果，末口14cm以上で，３，４ｍの直材及び小曲り材の

ほか，径級12～13cmの直材では，用材搬出コストを上回

用材・チップ材の販売先

３・４ｍ直材・径級14cm上（真庭市） 10,500 ～

３ｍ小曲り材・径級14cm上（真庭市） 9,000 ～

４ｍ小曲り材・径級14cm上（真庭市）  

用材搬出コスト（最寄りの原木市場まで） 8,000

製紙用チップ材市場買取価格（鳥取県内）

製紙用チップ工場着価格（兵庫県内）

３ｍ直材・径級8～13cm（真庭市） 　　6,100～

チップ材民間企業買取価格（岡山県内） 凡例

４ｍ直材・径級8～13cm（真庭市） 4,800～ 　 　用材

４ｍ小曲り材・径級  8～13cm（真庭市） 3,300 ～ 　チップ材

３ｍ小曲り材・径級  8～13cm（真庭市）    2,800　～ 　 　用材搬出コスト

木質バイオマス加工流通施設（真庭市） 2,700 　

   注. 図中の価格については、真庭森林組合、津山市森林組合及び美作森林組合からの聞き取り並びに既存資料による

　図－４ 　スギ用材・チップ材の販売先別価格表（2011）

　8,500～

用材・チップ材の販売先別価格（円/m3）

5,900

6,500

6,400

6,100～

2,800～
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っていた。

５ スギ・ヒノキ人工林における用材・チップ材の搬

出選択

用材及び末口径が14cmを下回る未利用材の搬出を検討

する場合，搬出時に径級（末口径）が14cm以上で，材価

が用材搬出コストを上回る用材も，一定量搬出（生産）

することが必要不可欠となる。そこで，搬出間伐におい

て，用材（末口径が14cm以上）の生産量が総生産量の50

％以上ある場合をまず前提条件とした。

労働生産性については，真庭森林組合，及び津山市森

林組合からの聞き取り調査により，用材（末口径が14cm

以上）における労働生産性がスギで４m3/人・日，ヒノ

キで6.0m3/人・日以上である場合には，採算がとれると

用材・チップ材の販売先

３ｍ直材・径級14cm上（真庭市） 20,000 ～

４ｍ直材・径級14cm上（真庭市） 19,000 ～

３・４ｍ小曲り材・径級14cm上（真庭市） 15,000 ～

４ｍ直材・径級12～13cm（真庭市） 10,500 ～

用材搬出コスト（最寄りの原木市場まで） 9,000～10,000

４ｍ直材・径級  8～11cm（真庭市） 　

製紙用チップ材市場買取価格（鳥取県内） 6,500  

４ｍ小曲り材・径級12～13cm（真庭市）

製紙用チップ工場着価格（兵庫県内）

チップ材民間企業買取価格（岡山県内） 　

３ｍ小曲り材・径級12～13cm（真庭市） ～

４ｍ小曲り材・径級　8～11cm（真庭市）

　 凡例

３ｍ小曲り材・径級  8～11cm（真庭市） ～

　

　

   注. 図中の価格については、真庭森林組合、津山市森林組合及び美作森林組合からの聞き取り並びに既存資料による

木質バイオマス加工流通施設（真庭市）

3,500

2,500

用材・チップ材の販売先別価格（円/m3）

　図－５　 ヒノキ用材・チップ材の販売先別価格表（2011）

5,800

　用材

　チップ材

　用材搬出コスト

真庭バイオマス基地（真庭市） 4,200

3,900

真庭市木材共同組合（真庭市）

5,400

5 ,100

4 ,500

8 ,300～

  5 ,900～

～
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表－６ スギ用材・チップ材の搬出に伴う材の価格根拠

想定した。

さて，末口径が14cm以上の用材を中心に搬出する場合，

末口径が14cmを下回る未利用材も同時に林外の土場まで

搬出しても，伐木から造材までの工程に要した経費は，

用材を一定量生産することで相殺されると考えらる。そ

の結果，一部，末口径が14cm未満の未利用材を搬出する

場合，未利用材の原木価格は，搬出・運搬コストと，原

木市場での取り扱い手数料を合わせた数値となる。

一方，末口径が14cm以上であっても，曲がり等の不良

木の割合が高い場合や末口径が14cm未満の未利用材を中

心に搬出する場合，用材が中心の搬出では，集材（運

材）工程での伐出コストと運搬コストが加算される。

以上の結果をとりまとめると，スギ人工林における用

材・チップ材の搬出選択の一例（図－６，表－６），及

びヒノキ人工林における用材・チップ材の搬出選択の一

例（図－７，表－７）をそれぞれ示した。

用材生産を主体とする場合，当然，原木市場また

はチップ工場までの運搬距離や出荷先によって

も変動するが，スギ，ヒノキともに，原木市場

での径級ごとの価格が最低4,600円/m3以上でな

ければ，原木市場への出荷には結びつかないと

いう結果が得られた。

一方，チップ工場へ出荷する場合には，チッ

プ材引渡価格Aは両樹種ともに，原木市場で発

生する手数料が不要となるため，その分を差し

引いた4,000円/m3が一つの目安となる。この数

値を，前掲（図－４，図－６）と照合させると，

スギでは，末口径８～13cmの３，４ｍ直材の市

場価格はこれを上回っている。また，チップ工

場等への出荷を考えると，他県での製紙用チップ工場買

取価格（着価格）がこれを上回っている事例もみられる

ことから，今後，山土場での材の仕分け作業段階で，材

ごとに原木市場へ出荷するか，チップ工場等へ出荷する

かといった状況判断が収益性を大きく左右すると考えら

れる。

ヒノキでは，３，４ｍ小曲り材でも，径級（末口径）

が８cm以上14cm未満の原木価格は，ともに4,600円/m3と

同程度かそれ以上となっており，スギよりも未利用材の

搬出については，採算上，搬出できる可能性が高いこと

が推察される。

ところで，用材の生産量が全生産量の50％を下回るケ

ースや，場合によっては全く用材の生産が見込めないケ

ースも想定される。この中には，林齢が相対的に小表－

さい場合，地位級が低く個体サイズが小さい場合，不手

入れ林分の場合等がそれぞれ考えられるが，このような

設定条件

*1 2,000

2,000

手数料（15％） 600

計 4,600

*2 2,000

2,000

計 4,000

*3 6,000 事業体により変動あり

2,000 運搬距離により変動あり

計 8,000

 

伐出コスト（伐採～搬出）

運搬経費（山土場～チップ工場）

　

搬出経費（集材路～山土場） 平均搬出距離により変動あり

運搬経費（山土場～原木市場） 運搬距離により変動あり

搬出経費（集材路～山土場） 平均搬出距離により変動あり

運搬経費（山土場～原木市場） 運搬距離により変動あり

市場により変動あり

　　　　　　積　算　根　拠　　　（円/m3） 備      考
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表－７ ヒノキ用材・チップ材の搬出に伴う材の価格根拠

場合，スギ，ヒノキのチップ材引渡価格Bは，同チップ

材引渡価格Aよりさらに上昇し，それぞれ8,000円/m3，

10,000円/m3と試算された。

両樹種の当該引渡価格を前掲（図－４，－５）と比較

すると，現状では，原木市場及びチップ工場の価格帯で，

これに見合う販売先（取引先）は存在していない。つま

り，現状では，用材として一定量の生産が見込める林分

でなければ，末口径が14cm未満の未利用材については，

直接，搬出には結びつかないと結論づけられる。当然，

これが根元部であれば，集材（搬出）工程での作業効率

の低下に伴い，その傾向はさらに強まると考えられる。

今後，未利用材も含め，バイオマスの安定供給を実現

するためには，スギ・ヒノキ人工林の路網密度をさらに

高めるとともに，集材（搬出）工程において，高性能林

業機械の効率的な活用を進めることにより，①労働生産

性の向上，②用材の搬出コスト（素材生産コスト）の低

減，③未利用材の価格をさらに高く購入す

るシステムの構築，④運搬経費の削減（現

場に近い距離にチップ工場を設ける）等の

対策が必要である。

６ 「バイオマス対応型ソフト」の活用

間伐施業の前段階で，当該ソフトに施行

予定地のデータを数値入力すると，生産量，

工数，さらには労働生産性が算出する。こ

こで，特に全生産量に占める用材の割合，

用材における労働生産性等が試算できる。

併せて，用材における労働生産性の数値から逆算し，素

材生産コスト（用材搬出コスト）を算出する。

以上の結果とともに，最寄りの販売先価格を参考にし

て（図－４，－５），用材・未利用材の搬出について，

最終的にバイオマス搬出の可否を判定する（図－８）。

Ⅳ おわりに

今回，作成した「バイオマス対応型ソフト」について

は，現在，関係機関に配布し，その利便性，汎用性とと

もに，現場データと比較してその適合性についても検証

を進めている段階である。

一方，集材路上に散在する林地残材の積込み・積下ろ

し作業については，現在，岡山大学で調査中であり，こ

のデータの結果に基づき，「バイオマス対応型ソフト」

に用いている当該サイクルタイムについても，随時，修

正を行っていく予定である。

設定条件

*1 2,000

2,000

手数料（15％） 600

計 4,600

*2 2,000

2,000

計 4,000

*3 8,000 事業体により変動あり

2,000 運搬距離により変動あり

計 10,000

 

運搬経費（山土場～チップ工場）

平均搬出距離により変動あり搬出経費（集材路～山土場）

運搬経費（山土場～原木市場） 運搬距離により変動あり

伐出コスト（伐採～搬出）

備      考

平均搬出距離により変動あり

運搬距離により変動あり

市場により変動あり

　

運搬経費（山土場～原木市場）

搬出経費（集材路～山土場）

　　　　　　積　算　根　拠　　　　　（円/m3）
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なお，当該ソフトには，西山（2002）及び牧本ら

（2005）の結果を基にして作成した岡山県におけるスギ

人工林及びヒノキ人工林の林分収穫予想表も添付してい

る（付表－１，－２）。施行予定地における地位級の判

定等，間伐等の施業プランを作成する上で，業務の参考

にしていただければ光栄である。
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付表－１ スギ人工林林分収穫予想表
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付表－２ ヒノキ人工林林分収穫予想表
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